●　湖岸の整備の変遷
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　　昭和４２年、諏訪湖全域を対象とした本格的な湖岸堤の築造が計画されました。この時、併せて天竜川の改修や釜口水門の改築工事が計画されるなど、抜本的な諏訪湖治水計画が立てられました。

初期の計画における護岸工は、度重なる洪水の被害から一刻も早く解放されたいとする住民の不安を解消することが第一義であったため、波浪対策も含め最も有効であるコンクリート波返し工が採用され整備が始まりました。
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　当初、コンクリート波返しはすべて現場でコンクリートの打設が行われましたが、高水時や波浪時の作業性を考慮し、底部はあらかじめ工場で作られたコンクリートブロックが採用されました。

こうしたコンクリート波返し工は、やがて自然環境保全や景観及び親水性への配慮から、自然石護岸工へと工法を変えていき、やがては動植物の植生や、それらが保持する自然浄化作用を活かすことのできる遠浅護岸へと発展していきました。この概念は、その後に続く人口なぎさ整備事業へと継承されています。（Ａ）、（Ｂ）
　


　



■　「湖岸の整備の変遷」の参考文献

Ａ：　「諏訪湖治水の歴史」：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　　内容：諏訪湖治水史の記録

　　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課

Ｂ：　「諏訪湖の水辺整備マスタープラン　平成７年３月」：長野県諏訪建設事務所作成
　　　　　　内容：環境に配慮した水辺の整備計画

　　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課

湖岸堤標準断面図（波返し護岸）








湖岸堤標準断面図（自然石護岸）





湖岸堤標準断面図（法枠護岸）
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